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り。
二七適（たまたま）
其門徒（そのもんと）
來（きた）りて、
彼（かれ）が
婦（をんな）と
語（かた）れるを
異（あやし）みたれども、
一（ひとり）も、
爾（なんぢ）は
何（なに）を
求（もと）むるか、
或（あるひ）は
之（これ）と
何（なに）を
語（かた）るかと、
云（い）ひし
者（もの）なし。
二八
時（とき）に
婦（をんな）
其（その）
水瓶（みづがめ）を
遺（のこ）して、
邑（まち）に
往（ゆ）きて、
人人（ひとびと）に
謂（い）ふ、
二九
來（きた）りて、
我（わ）が
凡（およ）そ
行（おこな）ひし
事（こと）を
我（われ）に
告（つ）げし
人（ひと）を
觀（み）よ、
是（こ）れハリストスに
非（あら）ずや。
三〇
人人（ひとびと）
邑（まち）を
出（い）でゝ、
彼（かれ）に
往（ゆ）けり。
三一
此（こ）の
際（さい）
門徒（もんと）
彼（かれ）に
請（こ）ひて
曰（い）へり、
夫子（ラウワィ）、
食（くら）へ。
三二
然（しか）れども
彼（かれ）は
之（これ）に
謂（い）へり、
我（われ）に
食（くら）ふべき
糧（かて）あり、
爾（なんぢ）
等（ら）が
知（し）らざる
者（もの）なり。
三三
故（ゆゑ）に
門徒（もんと）
互（たがひ）に
言（い）へり、
豈（あに）
孰（たれ）か
彼（かれ）に
食（しょく）を
饋（おく）りたる。
三四　イイスス
彼等（かれら）に
謂（い）ふ、
我（わ）が
糧（かて）は
我（われ）を
遣（つかは）しゝ
者（もの）の
旨（むね）を
行（おこな）ひ、
其功（そのわざ）を
成就（じやうじゅ）するに
在（あ）り。
三五
爾（なんぢ）
等（ら）は
尚（なほ）
四月（しかげつ）にして
收穫（かりいれ）は
來（きた）らんと
云（い）ふに
非（あら）ずや、
我（われ）
爾（なんぢ）
等（ら）に
語（つ）ぐ、
爾（なんぢ）
等（ら）の
目（め）を
擧（あ）げて、
田（た）を
觀（み）よ、
已（すで）に
白（しろ）くして
穫（か）るべし。
三六
穫（か）る
者（もの）は
値（あたひ）を
得（え）て、
實（み）を
永遠（えいゑん）の
生命（いのち）に
積（つ）む、
播（ま）く
者（もの）も
穫（か）る
者（もの）も
共（とも）に
喜（よろこ）ばん
爲（ため）なり。
三七
蓋（けだし）
彼（かれ）は
播（ま）き
此（これ）は
穫（か）ると
云（い）へるは、
斯（こゝ）に
於（おい）て
眞（まこと）なり。
三八
我（われ）
爾（なんぢ）
等（ら）を
遣（つかは）して、
爾（なんぢ）
等（ら）が
勞（らう）せざりし
所（ところ）を
穫（か）らしむ、
他人（たにん）は
勞（らう）し、
爾（なんぢ）
等（ら）は
其勞（そのらう）に
入（い）れり。
三九
彼（か）の
邑（まち）の
多（おほ）くのサマリヤ
人（じん）は
婦（をんな）が、
彼（かれ）は
我（わ）が
凡（およ）そ
行（おこな）ひし
事（こと）を
我（われ）に
告（つ）げたりと、
證（しょう）せし
言（ことば）に
因（よ）りて
彼（かれ）を
信（しん）ぜり。
四〇
故（ゆゑ）にサマリヤ
人（じん）は
彼（かれ）に
就（つ）きし
時（とき）、
偕（とも）に
留（とゞま）らんことを
請（こ）へり、
彼（かれ）は
彼處（かしこ）に
留（とゞま）りしこと
二日（ふつか）なり。


四一










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Wagasyu_Iisusu_Harisutosu_Sin_yaku01.pdf/250&oldid=141315」から取得


					カテゴリ: 	未校正




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2019年8月24日 (土) 21:58 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







